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市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を
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実
存
し
な
い
夫
と
食

事
を
と
る
朝
の
風
景
。

静
か
だ
。
認
知
症
を

患
っ
た
彼
女
は
虚
ろ
な

表
情
で
会
話
も
か
わ
す
。

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ

チ
ャ
ー
を
描
い
た
映
画

「
鉄
の
女
の
涙
」
の
プ
ロ

ロ
ー
グ
だ
。
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
に
批

判
的
だ
っ
た
メ
リ
ル
・
ス
ト
リ
ー
プ

は
、
こ
の
映
画
で
主
演
女
優
賞
を
受

賞
し
た
▼
　
年
前
の
こ
の
映
画
を
思
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い
出
し
た
の
は
何
か
と
話
題
を
呼
ぶ

高
市
首
相
と
小
池
知
事
が
、
と
も
に

理
想
と
す
る
リ
ー
ダ
ー
像
に
「
鉄
の

女
」
と
称
さ
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
を
あ

げ
て
い
る
か
ら
だ
。
理
由
を
高
市
首

相
は
「
人
が
ど
う
思
う
か
で
な
く
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
貫
い
た
」
と

い
い
、
小
池
知
事
は
「
信
念
を
ベ
ー

ス
に
結
論
を
出
し
説
得
し
な
が
ら
実

行
し
た
」
と
述
べ
る
。
共
通
す
る
の

は
権
力
を
使
っ
た
有
無
を
言
わ
さ
ぬ

政
治
手
法
で
、
決
断
力
と
は
似
て
非

な
る
も
の
▼
映
画
を
観
た
小
池
知
事

は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
軍
の
最
高
指
揮

官
と
し
て
、
フ
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争

で
「
沈
め
よ
」
と
指
示
す
る
シ
ー
ン

が
印
象
深
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
こ

の
決
断
、
国
連
の
外
交
的
決
議
を
無

視
し
戦
争
の
道
を
選
ん
だ
武
断
政
治

と
し
て
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
▼
映

画
は
生
々
し
く
炭
鉱
閉
鎖
や
社
会
保

障
削
減
に
抗
う
民
衆
の
暴
動
シ
ー
ン

を
伝
え
る
。
後
に
E
U
離
脱
に
つ
な

が
る
歴
史
で
、
英
国
で
は
見
直
し
が

進
む
と
い
う
が
、
さ
て
小
池
知
事
の

眼
に
は
ど
う
映
っ
た
か
。（
駒
） 

て
き
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
計
画
も
こ
の
道
路
整
備
最
優

先
の
や
り
方
を
踏
襲
、
都
及
び
区
市
町

村
を
あ
わ
せ
て
２
２
８
路
線
、
総
延
長

１
５
８
ｋ
ｍ
を
１
５
年
の
時
限
で
整
備

し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
国
土
交

通
省
が
「
都
市
計
画
の
見
直
し
指
針
」
を

発
表
し
、
大
阪
府
で
３
６
７
路
線
、
福
岡

県
で
は
１
９
８
路
線
、
愛
知
県
で
は
１

４
６
路
線
の
廃
止
な
ど
。
全
国
で
道
路

の
廃
止
を
含
め
た
見
直
し
が
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
都
の
場
合
、
２
０

２
４
年
３
月
末
で
廃
止
路
線
は
わ
ず
か

１
７
路
線
、
全
体
の
０
・
１
％
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
東
京
都
は
今
回
の
改
定
で
見
直

し
を
す
す
め
た
と
し
て
い
ま
す
が
、
廃

止
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
１
０
路
線
に
す

ぎ
ず
。
し
か
も
そ
の
う
ち
の
９
路
線
は

区
市
町
村
道
で
、
都
道
は
た
っ
た
１
路

線
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
こ
の
よ
う
な

都
の
態
度
に
き
び
し
い
批
判
の
声
が
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　日本国憲法施行７９周年の5月3日、憲法９条を守ろう！戦争をする国づ

くりは許さないという行動が全国各地でとりくまれ、東京では東京臨海広域

防災公園で「つながろう　憲法を生かし平和な世界を！２０２６憲法大集会」

が開催され、会場を埋め尽くす５万人が手に手にプラスターを掲げて声を上

げました。政党からは立憲民主党、日本共産党、れいわ新選組、社民党、「沖

縄の風」が出席。それぞれ代表が憲法を守ろうと訴えました。

視　点

　
改
憲
・
戦
争
へ
の
道
、
主
権
者
の
声
で

阻
も
う
！
４
月
　
日
、
総
が
か
り
行
動

19

実
行
委
員
会
と
9
条
改
憲
N
O
!
全
国

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
し
た
「
国
会
正

門
前
大
行
動
」
に
は
若
者
や
家
族
連
れ
な

ど
3
万
6
千
人
が
参
加
。「
9
条
改
憲
反

対
」「
武
力
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
」
な

ど
色
と
り
ど
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
フ

ラ
ッ
グ
を
掲
げ
国
会
前
庭
や
歩
道
を
埋

め
尽
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
で
は

4
7
都
道
府
県
、
1
8
0
カ
所
以
上
で

連
帯
ア
ク
シ
ョ
ン
が
取
り
組
ま
れ
、
都

内
各
地
で
も
、
国
会
前
に
参
加
で
き
な

い
都
民
が
八
王
子
駅
、
久
米
川
駅
、
国
分

寺
駅
、
立
川
駅
、
田
無
駅
な
ど
で
展
開
。

1
人
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
多
数
お
こ
な

わ
れ
、
大
田
で
は
ピ
ー
ス
コ
ー
ル
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
デ

モ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
デ
モ
情
報

が
拡
散
さ
れ
、
各
地
で
ア
ク
シ
ョ
ン
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
各
地
で
回
を

重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
、「
デ
モ

に
初
め
て
参
加
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
っ
た
」

と
若
い
人
た
ち
が
次
々
と
加
わ
り
、
ペ

ン
ラ
イ
ト
を
振
り
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か

か
げ
「
戦
争
反
対
！
改
憲
許
す
な
」
の

コ
ー
ル
が
響
い
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
の
事
業
化
計
画
、都
道
の
廃
止
は
わ
ず
か
１
路
線

東
京
都
が
３

月
　
日
、「
東

３０
京
都
に
お
け

る
都
市
計
画

道
路
の
整
備

方
針
」
の
改

訂
版
と
な
る

「
第
５
次
事

業

化

計

画

（
優
先
整
備
路
線
）」
を
発
表
し
た
こ
と
を

受
け
、「
住
環
境
破
壊
の
道
路
計
画
見
直

し
を
求
め
る
特
定
整
備
路
線
全
都
連
絡

会
」
の
呼
び
か
け
で
都
内
の
道
路
運
動
団

体
が
東
京
都
都
市
整
備
局
か
ら
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
同
事
業
計
画
は
対
米
貿
易
摩
擦
が
激

化
し
、
内
需
拡
大
路
線
が
ひ
か
れ
、
そ
の

方
策
と
し
て
公
共
事
業
の
拡
大
＝
土
建

国
家
化
が
推
し
す
す
め
ら
れ
て
い
た
も

と
で
鈴
木
都
知
事
に
よ
り
１
９
８
０
年

か
ら
４
次
に
わ
た
っ
て
す
す
め
ら
れ
て

き
た
も
の
で
、
各
地
で
住
民
追
い
だ
し
、

商
店
街
破
壊
、
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し

憲法９条署名を全都民的規模でひろげよう！

開会６月９日(火)～

閉会６月２４日(水)予定

都議会第２回定例会

６月８日(月) １７：００～
　　都庁都民広場横

開会前宣伝行動

５・３ 憲法大集会に５万人

　全都にひろがる９条守れのアクション

　
４
月
　
日
投
開
票
で
た
た
か
わ
れ
た

１２

練
馬
区
長
選
で
、
広
範
な
市
民
と
日
本

共
産
党
な
ど
野
党
各
党
が
選
挙
戦
を
た

た
か
っ
た
吉
田
健
一
候
補
が
　
万
３
１

１２

６
４
票
を
獲
得
。
小
池
都
知
事
の
元
秘

書
で
自
民
・
都
民
フ
ァ
・
国
民
民
主
党
・

東
京
維
新
の
会
及
び
小
池
都
知
事
の
推

練
馬
区
長
選
・
市
民
と
野
党
の
力

　
ー
 
自
民
推
薦
候
補
を
破
る
 
ー

岸
本
聡
子
杉
並
区
長
が
選
挙
に
向
け
た
政
策
を
発
表

薦
を
受
け
た
元
都
議
の
尾
島
紘
平
氏
に

大
差
を
つ
け
て
当
選
し
ま
し
た
。
選
挙

戦
で
は
片
山
さ
つ
き
財
務
大
臣
や
国
民

民
主
党
の
幹
部
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、

小
池
都
知
事
も
自
身
の
地
盤
で
あ
る
こ

と
か
ら
熱
心
に
応
援
し
ま
し
た
が
及
び

ま
せ
ん
で
し
た
。（
２
面
詳
細
）

　
６
月
２
１
日
告
示
、
２
８
日
投
票
で

杉
並
区
長
選
挙
が
た
た
か
わ
れ
ま
す
。

杉
本
区
長
は
２
月
の
立
候
補
を
表
明

に
つ
づ
き
、
４
月
２
３
日
に
は
２
期
目

に
向
け
た
「
杉
並
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
！
未
来
を

つ
く
る
政
策
」
を
発
表
。「
こ
れ
ま
で

す
す
め
て
き
た
対
話
に
よ
る
区
政
を

さ
ら
に
す
す
め
て
い
き
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。
市
民
と
野
党
が
力

を
あ
わ
せ
て
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

5月1日中央メーデー。演劇人による原
宿駅前でのスタンディング

全
都
各
地
で

　
ひ
ろ
が
る
ア
ク
シ
ョ
ン

　ロシア・プーチン大統領によるウクライナ侵略、イスラ
エル・ネタニヤフ首相によるガザ・ジェノサイド、アメリ
カ・トランプ大統領によるイラン戦争。いま世界は武力に
よる制圧・支配の危険が加速しています。こうしたもとで
第２次世界大戦でアジア諸国を侵略、多大な犠牲者を生み
だした日本、世界で唯一の被爆国日本が戦争をやめさせ、
世界平和と友好と外交による紛争解決に力を尽くすべき時
を迎えています。
　ところが高市自民党政権はこうした使命を投げ打ち、
「（憲法改正の）時は来た」「来年の党大会までに改憲発議の
道筋を」（４月１２日・自民党大会）と表明。憲法９条改悪
と、「戦争国家」づくりへ動きを強め、憲法の"蹂躙（じゅ
うりん）"と破壊の政治、アメリカいいなりに軍事力を拡大、
市民の暮らしを圧迫しています。
　これに対して、多くの市民が「戦争はイヤ」「9条守れ」
の声をあげ、国会前や都内各地でペンライトやプラカード
を掲げ行動に立ち上がっています。このほとばしる思いと
決意を「憲法9条改悪に反対する請願署名」に託し、首相
に国会に突きつけましょう。首都東京から憲法９条と平和
を守る大署名運動で、高市政権の9条改憲の野望を打ち砕
こうではありませんか。
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吉田健一氏の当選の原因を探る

党
、
れ
い
わ
、
ま
た
、
立
憲
民
主
党
の
一

部
は
自
主
的
に
支
持
し
て
戦
っ
た
。
一

部
に
言
わ
れ
る
共
産
党
だ
け
が
応
援
し

た
の
で
は
な
い
。
前
記
の
野
党
そ
れ
ぞ

れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
選
挙
戦
を
た

た
か
っ
た
こ
と
が
重
要
だ
。

　
今
回
の
選
挙
で
、
自
民
党
、
国
民
民
主
、

維
新
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
、
小
池
知
事
の

推
薦
の
候
補
者
は
、
過
去
の
選
挙
の
得

票
を
足
せ
ば
圧
倒
的
な
票
差
で
あ
る
が

落
選
し
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
区
政

に
対
す
る
不
満
が
つ
の
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

　
前
回
の
落
選
か
ら
４
年
間
、
区
議
と

市
民
が
中
心
に
定
期
的
に
集
ま
り
準
備

し
て
き
た
。
正
式
に
候
補
者
が
決
ま
っ

た
今
年
の
１
月
か
ら
選
挙
が
始
ま
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
２
０
２
４
年
１
０
月

に
「
練
馬
区
長
み
ん
な
で
選
挙
２
０
２

６
」
を
発
足
さ
せ
、
練
馬
区
財
政
分
析
、

美
術
館
問
題
や
道
路
、
公
園
、
谷
原
保
育

園
問
題
な
ど
、
地
域
ご
と
の
報
告
を
聞

き
、
区
政
の
課
題
と
政
策
を
ま
と
め
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
会
議
に
吉
田
氏
は
欠

か
さ
ず
出
席
し
て
き
た
。
吉
田
氏
は
、

各
九
条
の
会
議
に
参
加
し
、
熱
い
支
持

を
受
け
て
き
た
。
こ
う
し
て
各
分
野
の

分
厚
い
住
民
運
動
団
体
に
支
え
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
ら
の
住
民
団
体
は
独
自
に

チ
ラ
シ
を
作
り
、
デ
モ
を
行
い
、
ま
た
候

補
者
決
定
の
遅
れ
に
業
を
煮
や
し
、
勝

手
連
を
作
り
、
公
営
掲
示
板
の
貼
り
だ

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
２
０
０

名
を
集
め
た
。

　
駅
頭
で
も
、
同
時
に
数
か
所
で
宣
伝
、

チ
ラ
シ
も
数
回
全
戸
配
布
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
は
毎
日
報
道
し
３
０
万
回
に
達
す
る

視
聴
者
を
得
た
。
ね
り
ま
九
条
の
会
も
、

独
自
の
チ
ラ
シ
「
練
馬
区
を
夢
の
あ
る
ま

ち
に
」
４
千
枚
を
作
製
、
３
月
か
ら
３
７

駅
頭
で
配
布
し
た
。

　
ね
り
ま
九
条
の
会
は
今
回
の
選
挙
は
、

ねりま九条の会事務局長　 大柳武彦

真
の
住
民
自
治
を
打
ち
立
て
る
第
一
歩

で
あ
り
、
高
市
内
閣
の
悪
政
を
足
元
か

ら
変
え
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
た
。

　
都
知
事
選
挙
で
実
現
し
た
市
民
と
野

党
の
共
闘
が
形
を
変
え
て
力
を
発
揮
し

た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
選
挙
は
勝
利
し
た
が
、
あ
と
は
区
長

に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
区
民
と
の
対
話
の
区
政

は
区
長
の
公
約
で
あ
り
、
５
人
６
人
の

集
ま
り
に
区
長
を
呼
び
、
区
民
参
加
の

予
算
編
成
を
実
現
す
る
。

　
現
場
の
住
民
の
知
恵
と
力
を
集
め
、

区
職
員
と
の
協
同
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
区
議
会
に
お
け
る
支
え
も
必
要
で
、

　
４
月
１
２
日
投
票
の
練
馬
区
長
選
挙

は
吉
田
健
一
１
２
万
３
１
６
４
票
、
お

じ
ま
絋
平
９
万
０
１
３
５
票
、
三
上

き
ょ
う
へ
い
６
８
１
１
票
、
吉
田
健
一

氏
の
圧
勝
と
な
っ
た
。（
投
票
率
３
６
・

７
１
％
、
前
回
よ
り
５
％
ア
ッ
プ
）

　
前
回
の
２
１
４
３
票
差
を
ひ
っ
く
り

返
し
た
勝
利
の
原
因
を
考
え
る
。
一
言

で
い
え
ば
、
区
政
を
変
え
よ
う
と
い
う

市
民
一
人
一
人
が
頑
張
っ
た
、
み
ん
な

が
み
ん
な
英
雄
の
選
挙
だ
っ
た
。
そ
の

な
か
で
九
条
の
会
の
果
た
し
た
役
割
は

大
き
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
お
じ
ま
氏
が
３
７
歳
と
若
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
吉
田
氏
の
謙

虚
な
人
柄
、
豊
富
な
経
験
、
独
創
的
な
発

想
の
魅
力
に
、
み
ん
な
が
ほ
れ
込
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
の
区
長
は
、
住
民
の
意
見
も

職
員
の
意
見
も
聞
か
ず
、
思
い
付
き
で
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
ワ
ン
マ
ン
経
営
を

行
っ
て
き
た
。
美
術
館
の
建
て
替
え
、

道
路
建
設
と
再
開
発
優
先
で
、
住
民
と

の
摩
擦
を
生
み
、
学
校
給
食
無
償
化
、
小

中
学
校
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
置

く
こ
と
も
拒
否
し
、
谷
原
保
育
園
閉
園

反
対
の
声
も
無
視
し
、
住
民
の
合
意
も

な
し
に
豊
渓
中
学
校
の
統
廃
合
を
決
め

る
な
ど
、
保
護
者
の
恨
み
を
買
っ
た
。

　
他
方
、
杉
並
区
長
の
区
営
住
宅
抽
選

に
外
れ
た
人
に
３
０
万
円
の
家
賃
補
助
、

介
護
ヘ
ル
パ
ー
に
１
万
円

上
乗
せ
、
世
田
谷
区
長
の
空

襲
被
害
者
へ
の
３
万
円
の

見
舞
金
、
公
契
約
条
例
で
１

時
間
１
６
１
０
円
の
賃
金

は
、
区
長
を
変
え
れ
ば
住
民

の
生
活
を
改
善
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　
吉
田
氏
は
、
政
党
の
推
薦

を
受
け
な
い
完
全
無
所
属

を
掲
げ
、
市
民
の
応
援
に

頼
っ
た
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
、
日
本

共
産
党
、
社
民
党
、
新
社
会

６月２０日 （土） １３：３０～１５：３０
けんせつプラザ東京５階会議室　参加費無料

議
会
対
策
と
来
年
の
区
議
会
議
員
選
挙

も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
国
や

東
京
都
か
ら
の
軍
拡
、
都
市
計
画
道
路

推
進
の
圧
力
と
対
抗
す
る
た
め
に
、
他

区
と
の
共
同
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
今
回
の
勝
利
は
、
憲
法
１
５
条
「
公
務

員
は
全
体
の
奉
仕
者
」
に
反
し
、
自
民
党

な
ど
一
部
の
政
党
、
団
体
、
企
業
に
奉
仕

し
て
き
た
区
政
に
対
す
る
審
判
で
、
公

正
、
公
平
な
区
政
の
実
現
を
求
め
た
区

民
の
勝
利
、
民
主
主
義
の
前
進
を
示
し

た
と
い
え
る
。
こ
の
流
れ
は
清
瀬
市
、

練
馬
区
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
的
な
も

の
と
な
る
だ
ろ
う
。

練馬区長選

　
２
０
１
３
年
８
月
か
ら
３
年
か
け
て

生
活
保
護
基
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
全
国
２
９
地
域
で

争
っ
て
き
た
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」

は
、
昨
年
６
月
２
７
日
、
大
阪
と
愛
知
の

訴
訟
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
が
判
決
を

出
し
、
原
告
勝
訴
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
活
保
護
基
準
を
め
ぐ
る
裁
判
闘
争

の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
朝
日
訴
訟

は
、
原
告
の
朝
日
茂
さ
ん
１
人
の
闘
い

だ
っ
た
が
、
生
存
権
裁
判
（
老
齢
加
算
・

母
子
加
算
廃
止
訴
訟
）
は
１
０
０
人
を
超

え
る
原
告
が
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
裁
判
自
体
は
敗
訴
や
訴
訟
終
了
と
い

う
形
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
制
度
の

大
幅
引
き
上
げ
や
、
判
断
基
準
が
明
示

さ
れ
る
こ
と
で
次
の
闘
い
へ
の
武
器
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
が

原
告
１
０
０
０
人
を
超
え
た
い
の
ち
の

と
り
で
裁
判
に
つ
な
が
り
、
歴
史
的
快

挙
の
勝
利
判
決
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
訴
訟
提
起
後
の
行
政
文
書
開
示
請
求

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
「
取
扱
厳
重

注
意
」
文
書
に
よ
れ
ば
、
厚
労
省
幹
部
は

こ
の
処
理
に
つ
い
て
、
自
民
党
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長
で
あ
っ
た
世
耕

弘
成
参
議
院
議
員
と
協
議
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
文
書
に
明
記
さ
れ
て
い

た
の
は
、
本
件
改
定
に
よ
る
「
財
政
削
減

効
果
」
で
す
。
つ
ま
り
、
本
質
的
な
目
的

は
、
公
平
な
基
準
の
策
定
で
は
な
く
、
生

活
扶
助
費
の
削
減
、
す
な
わ
ち
「
予
算

カ
ッ
ト
」
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
国
が
行
っ
た
「
専
門
家
の
知
見
を
無
視

し
、
財
政
削
減
と
い
う
政
治
目
的
の
た

め
に
、
生
活
に
困
窮
す
る
多
く
の
人
々

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
基
準
改
定
を

密
室
で
決
定
し
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に

裁
量
権
の
逸
脱
・
濫
用
で
す
。「
生
活
保

護
が
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

い
う
意
味
」
と
は
、
無
差
別
・
平
等
に
利

用
で
き
る
権
利
で
あ
り
、
他
の
社
会
保

障
を
下
支
え
す
る
基
盤
だ
。
保
護
引
き

下
げ
が
、
就
学
援
助
・
住
民
税
非
課
税
限

度
額
・
保
育
料
や
国
民
年
金
の
減
免
・
医

療
費
の
限
度
額
・
介
護
保
険
の
減
免
や
最

低
賃
金
に
も
影
響
す
る
問
題
で
す
。
保

護
基
準
引
き
下
げ
が
違
法
と
さ
れ
た
以

上
、
厚
生
労
働
省
は
速
や
か
に
旧
基
準

と
の
差
額
を
支
払
う
べ
き
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
厚
生
労
働
省
は
原
告
や
生
活
保

護
利
用
者
に
謝
罪
も
せ
ず
、
意
見
も
聞

か
ず
に
補
償
額
を
半
分
程
度
に
す
る
と

い
う
方
針
を
出
し
、
２
月
２
０
日
に
は
、

厚
生
労
働
大
臣
が
２
０
１
３
年
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
、
保
護
基
準
の
特
例
と
し
て

の
引
き
下
げ
を
告
示
し
ま
し
た
。

　
最
高
裁
判
決
で
引
き
下
げ
が
取
り
消

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
判
決

を
軽
く
見
て
給
付
額
を
値
切
る
不
当
な

対
応
を
と
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、

不
服
申
し
立
て
審
査
請
求
と
い
う
新
た

な
闘
い
を
提
起
し
、
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
…

　
最
高
裁
判
決
を
踏
み
に
じ
り
、
給
付
額
を
削
減

東
京
都
生
活
と
健
康
を
守
る
会
　
事
務
局
長
・
阿
久
津
 豊

４
年
間
の
取
組
が
結
実
！
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〈
 
地
方
自
治
体
の
仕
組
み
 
〉

　
　

自
治
体
財
政

　
こ
れ
は
古
代
中
国
の
王
朝
の

財
政
に
か
か
わ
る
格
言
で
す
。

意
は
税
な
ど
の
収
入
を
図
っ
た

う
え
で
、
支
出
を
収
入
の
範
囲

に
抑
え
る
と
い
う
も
の
で
、
無

原
則
、
無
計
画
、
乱
脈
、
赤
字
の

財
政
運
営
で
国
家
の
存
立
が
脅

か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

う
ち
立
て
ら
れ
た
方
策
で
す
。

　
日
本
で
も
政
府
予
算
、
地
方

自
治
体
予
算
は
こ
れ
を
財
政
運

営
の
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
体
の
財
政
は
、

「
地
方
財
政
法
」
と
い
う
法
律
で

そ
の
運
用
に
つ
い
て
厳
格
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治

法
は
「
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の

事
務
を
処
理
す
る
に
当
つ
て
は
、

住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る

と
と
も
に
、
最
少
の
経
費
で
最

大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、

効
率
的
な
財
政
運
営
を
求
め
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
の
財
政
の
「
い
る
」
＝

「
歳
入
｝
は
、
地
方
税
、
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
、
地
方
債
な

ど
で
ま
か
な
う
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
「
い
ず
る
」
＝
「
歳
出
」

は
憲
法
が
定
め
る
「
健
康
で
文
化

的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
を
保
障

し
、「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」（
地

方
自
治
法
）
を
図
る
た
め
の
支
出

と
さ
れ
、
人
件
費
、
物
件
費
、
補

助
費
。
普
通
建
設
事
業
費
、
公

債
費
（
「
性
質
別
区
分
」
）
と
民
生

費
、
衛
生
費
、
土
木
費
、
教
育
費

な
ど
（
「
目
的
別
区
分
」
）
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
。

　
あ
わ
せ
て
地
方
自
治
体
は
そ

の
財
政
活
動
に
あ
た
っ
て
、
右

の
原
則
に
則
っ
て
、
予
算
を
編

成
す
る
こ
と
、
自
治
体
の
議
会

に
よ
る
審
査
と
議
決
、
住
民
へ

の
告
知
、
決
算
の
作
成
と
議
会

の
承
認
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
民

間
企
業
で
は
こ
の
よ
う
な
「
予

算
」
の
仕
組
み
は
な
く
営
利
の
た

め
の
事
業
計
画
の
一
部
と
し
て

予
算
が
あ
る
だ
け
で
す
。

〈
 量
入
以
為
出
 〉

い
る
を
は
か
っ
て
、

　
　
　
　
　
い
ず
る
を
せ
い
す
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